
 

 
式辞を述べる森校長先生（上） 

 
誓いの言葉で決意を語る赤松さん（下左） 

温かい歓迎の言葉を語る田村さん（下右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

   

  

   

評定平均値 減額金額 

４.２以上 

（専願１次入学選考のみ） 

１年次 

前期授業料全額 

３.５以上 ２０万円 

― １０万円 

種別 
介護福祉学科 医療事務学科 臨床工学学科 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

授業料 
455,000 円 

→0 円 
455,000 円 

380,000 円 

→0 円 
380,000 円 

655,000 円 

→0 円 
655,000 円 

各専願入学選考合格者の授業料減額一覧 

◇バックナンバーはホームページ上で閲覧可能です。 
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第２４回入学式を挙行 ～職業観を理解し、その上で知識・技術を身に付けよう～ 

４月５日（火）本校にて第２４回入学式が挙行された。 

入学認証に続き、入学生代表の赤松 彩花さん（介護福祉学科）は誓

いの言葉の中で「先輩や仲間達との学校生活で、様々な経験や交流を

通して自己成長へと繋げられるよう一生懸命精進していきたいと思い

ます。」と決意を語った。 

続いて森校長先生は式辞の中で「それぞれの学科において、何のた

めに、何が大切か、という根本となる職業観をまず理解し、そしてそ

のために必要な知識・技術を身につける必要があるということ、あわ

せて、人と接する職業であり、社会人としての、基本中の基本である

「挨拶」・「感謝」・「笑顔」の実践者であること 

を理解し、身につけていただきたいと思います。」 

と語り、入学生への期待を込めた。 

最後に在校生を代表して田村 大樹さん（臨 

床工学学科３年）から「困難なことも、日々の 

学習、先生方やクラスメイトとの情報交換を通 

じて、徐々に解決へと進んでいる実感が私には 

あります。ぜひ、皆さんも自身の成長の為に努 

力し、その成長を楽しんで欲しいと思います。」 

と歓迎の言葉を送った。 

 令和５年４月入学生対象の本校独自の授業料減額制

度を公開した。専願入学選考合格者には、最大で１年次

の授業料全額が免除される制度となっている。（授業料

減額制度の概略は下記の表を参照ください。） 

 詳しくは令和５年度入学募集要項や 

本校のホームページ（QR コードからア 

クセス可能）で掲載している。 

令和５年度入学生対象 

授業料減額制度のご紹介 
 

各学科の１年次減額金額  

（専願 1 次入学選考に合格し平均評定値 4.2 以上の場合）

※入学金････介護福祉学科・医療事務学科 100,000 円  臨床工学学科 200,000 円 

※授業料には、施設及び維持費、実習費が含まれています。 



３月２５日（金）第３４回介護福祉士国家試験及び、第

３５回臨床工学技士国家試験の合格発表が行われた。 

臨床工学学科においては６年連続で全員合格を見事に

達成し、３年生は何かと制約の多いコロナ禍の中にあって

も、これまでの積み重ねてきた学習成果が実を結んだこと

に、喜びを分かち合った。 

介護福祉学科については、クラス一丸となって国家試験

に臨んだものの、惜しくも全員合格は逃した。しかし本校

卒業により５年間の暫定的な介護福祉士資格が与えられ

るので（※）、新年度より介護福祉士として勤務していくこ

とに全員が強い意欲を見せた。 

※令和９年３月３１日までに、介護福祉士養成施設（本校）

を卒業した方は、国家試験の合否に関わらず、介護福祉士

として登録できます。ただし、不合格の場合は５年間の期

限付き暫定資格となり、この間に連続して介護福祉士とし

て勤務するか、再チャレンジして合格することで永続資格

となります。 

 

３月１０日（木）（株）ＱＯＬサービスが発行する介

護雑誌「月刊ＤＡＹ※」編集者の方が来校し、介護福祉

学科の中岡 勉先生と取材当日に卒業を迎えた伊瀬 ゆ

りなさんがインタビューに答えた。 

取材の中で中岡先生は、「自分がプラス思考にならな

いと人を元気にすることは難しい。ポジティブである

ことが大切」と自身の教育モットーを語った。また伊瀬

さんは「２年間で積極性を身につけることが出来た。ま

た、実習中に利用者様からいただいた言葉が自身の成

長につながったと思う」と在学中を振り返りながら笑

顔を見せた。なお「月刊ＤＡＹ６月号」は４月２５日に

発刊される予定である。 

※介護現場における実践的な情報を掲載しており全国

約７０％の通所施設で購読されている。 

国家試験に合格し、目入れした“だるま”を手に 

写真に納まる臨床工学学科学生 

３月２６日（土）本校にて令和３年度学校関係者評

価委員会が開催された。 

この委員会は元高校教員、医療機関・福祉施設職員、

卒業生、保護者を学校関係者評価委員としてお招きし

て、本校で作成した自己評価報告書を基に毎年度末、

意見交換を行うものである。 

本校の基本的な学校運営について、各委員から好意

的な評価をいただく中で、医療・福祉の現場で勤務さ

れている方々からは、近年の全般的な傾向として、自

分中心的な職員が増える傾向にあることを危惧する意

見が寄せられ、これからの医療福祉を担う若者たちが

患者様、利用者様のことを第一に考えられる職業観・

倫理観を持てるよう、人材育成に取り組むことへの強

い期待が寄せられた。 

 

開会の挨拶を行う森校長先生 
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国家試験合格者発表！ 

合格者は明るい笑顔 

介護 

福祉 

笑顔で掲載用の写真撮影を行う中岡先生 

介護雑誌「月刊 DAY」の取材に 

教員･卒業生が熱い思いを語る 
介護 

福祉 
臨床

工学 

学校関係者評価委員会を開催 

職業観・倫理観養成への強い期待



 

 

Q1.これまでの略歴  Q2.先生になろうと思った理由を教えてください。 

Q3.本校学生に向けて、どんな介護福祉士 or 臨床工学技士になって欲しいですか？ 
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今後の主な行事予定 
４月２４日（日）医療事務技能審査試験（医療事務） 

  ２９日（金）オープンキャンパス 

５月２７日（金）体育祭 

  ２８日（土）オープンキャンパス 

３０日（月）調剤事務管理士技能認定試験（医療事務） 

        介護事務管理士技能認定試験（医療事務） 

６月 ３日（金）電卓技能検定試験（医療事務） 

  １０日（金）日本語検定（医療事務） 

  １２日（日）オープンキャンパス 

        日商簿記検定（医療事務） 

  １７日（金）日本漢字能力検定（医療事務） 

  １８日（土）オープンキャンパス 

  ２７日（月）介護実習Ⅳ事前指導（介護福祉） 

  ２８日（火）介護実習Ⅳ（～７/２６）  

新たに加わった教員をご紹介します！ 

介護福祉学科 平田 朋美 先生 
Ｑ１. 『高齢者福祉施設、障がい者支援施設、医療機関で介護職

員として勤務してきました。』 

 

Ｑ２.『これまでに経験したことや学んだことを、これから介護

福祉士を目指す方に伝えていきたいと思ったからです。』 

 

Ｑ３. 『「あなたがいれば安心」「あなたでよかった」と言って

もらえるような介護福祉士になってください。２年間でた

くさんの知識と技術を学んでくださいね。』 

臨床工学学科 松永 晃治 先生 
Ｑ１. 『３３年間電力関連の技術的業務に従事した後、１年間遺

言・相続等に関する事務的業務に従事していました。』 

 

Ｑ２.『これからの医療・福祉を担ってゆく若い方々に対して、自

分がこれまでに経験、習得したことを活かして、少しでもお

手伝いができれば、と考えました。』 

 

Ｑ３.『患者さんの心に寄り添いつつ、プロとしてのプライドを持

ち、常に研鑽を積んでゆく、そのような方になってほしいで

す。』 

臨床工学学科 山下 和良 先生 
Ｑ１. 『香川県立中央病院にて入職後の２３年間は

臨床検査技師として生理検査業務に従事しま

した。 

その後の１６年間は臨床工学技士として主

にオペ室、ICU、CCU、HCU で人工心肺装置な

どの生命維持管理装置の操作及び保守点検業

務を行ってきました。』 

 

Ｑ２.『大学時代の恩師との出会いにあります。真摯

に何度でも向き合ってくださった恩師に、医療

人としての自覚と知識を身につけさせていた

だきました。 

退職を機に、私も恩師のように、学生一人ひ

とりと真摯に向き合い、生徒自身が未来を切り

拓くための手助けがしたい。そう思い本学の教

員になりました。』 

 

Ｑ３. 『高度で複雑な医療機器の進化は日進月歩で

す。常に最新の知識を取得し、工学と医療の知

識を目いっぱい使って業務に従事してくださ

い。そして、あなたが操作しているその機械の

先には、常に患者さんがいることを忘れない

ような臨床工学技士になってください。』 

 

 



卒業生への期待を述べる森校長先生（上） 

学園長賞の表彰を受ける藤田さん（下） 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

学園長賞 医療事務学科 藤田 若菜 さん 

校長賞 

介護福祉学科 伊瀬 ゆりな さん 

医療事務学科 江﨑 希映 さん 

臨床工学学科 濵岡 郁美 さん 

卒業証書    

授与代表 

介護福祉学科 三谷 知也 さん 

医療事務学科 尾田 菜々星 さん 

臨床工学学科 三好 悠斗 さん 

職業教育・                

キャリア教育財団 

理事長賞 

介護福祉学科 松﨑 愛依 さん 

医療事務学科 小山 直子 さん 

臨床工学学科 近藤 寛基 さん 

日本介護福祉士 

養成施設協会 会長賞 
介護福祉学科 杉山 陽菜 さん 

レクリエーション                     

インストラクター    

課程認定校 優秀学生 

介護福祉学科 杉山 陽菜 さん 

日本医療教育財団 

理事長賞 
医療事務学科 横山 紗千 さん 

日本臨床工学技士会 

理事長 奨励賞 
臨床工学学科 松井 光輝 さん 

日本臨床工学技士    

教育施設協議会      

代表理事賞 

臨床工学学科 茂木 基 さん 皆勤賞        

介護福祉学科        

松﨑 愛依 さん 宮岡 海斗 さん    

医療事務学科        

阿河 遥香 さん 厚田 陽菜 さん 江﨑 希映 さん 

鎌野 紗季 さん 川崎 優菜 さん 木下 星来 さん 

久保 花梨 さん 小山 直子 さん 佐藤 華保 さん 

鈴木 もえ さん 西川 実玖 さん 濵中 梨桜 さん 

原 遥菜 さん 藤田 若菜 さん 六車 真帆 さん 

山本 楓 さん 横山 紗千 さん    

臨床工学学科       

茂木 基 さん 高橋 由香 さん 中西 真我 さん 

濵岡 郁美 さん 宮居 怜央 さん    
        

精勤賞        

臨床工学学科        

工藤 優李 さん 武田 彩乃 さん    

すみれ 四国医療福祉専門学校 学校新聞 Vol.９9（4） 

第２２回卒業式を挙行 コロナ禍の中でも逞しく成長し医療・福祉の世界へ! 

３月１０日（木）本校にて第２２回卒業式が挙行された。卒業生たち

はコロナ禍での学生生活を送る中でも、逞しく成長を重ねてこの日を迎

え、笑顔を見せた。 

森校長先生は式辞の中で「あなた方は社会の一隅を照らすことが出来

る存在です。これからも課題に対し誠実に取り組む努力を続けてくださ

い。その過程で壁や逆境に遭遇することもあると思いますが、その壁は

自分のために作られ、乗り越えられるものであると捉え、自分のため大

きく深く人間的にも成長するチャンスであることを心に留めておいて

ください。」と餞（はなむけ）の言葉を贈った。 

続いて卒業生代表の藤田 若菜さん（医療事務学科）は謝辞の中で「今

後は社会人として、本校で培ったコミュニケーションの基本である挨

拶、感謝の表現、常に笑顔で接し、心を開いて対応できる豊かな心を忘

れず、患者様や職員方から頼りにされる医療事務スタッフを目指しま

す。」と決意を語った。 

学園長賞受賞 喜びの声 
医療事務学科 藤田 若菜さん 

『このような賞をいただき、大変光栄で

す。コツコツと努力することが苦手な私

でしたが、共に頑張る仲間や温かく見守

り、指導して下さった先生方に支えら

れ、検定試験や現場実習を乗り越えられ

ました。 

今後はこの賞をいただいたことを励み

に思いやりのある医療従事者になれるよ

う精進いたします。』 

受賞者紹介 


